

















































Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education



















受理日　平成 30 年 1 月 27 日
サイコセラピーにおける「対話」と教育における「対話」
抄録：新学習指導要領で「対話的な学び」視点が導入され、深い学びのための手段として「対話的」であることの意









































































































Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education


























































































































































Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education




































































































































































Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education

































































































































































Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education



































































4. 1.  授業形態および内容























4. 2.  ある日の事例検討における対話エピソード







































































Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education








































4. 3.  事例検討における対話
　次に、別の院生による事例検討の一端を報告する。
事例は、個人情報を配慮し大幅に改変した。
【事例の概要】事例 : 小学校 2 年生男子 A
　9 月末の授業で本事例を報告。報告者は週 1 回実習
で現任校へ出かけ、遊び相手として A に接し、担任
や校長らと協働し対応する立場にあった。
　A は、母と保育園年長の妹との 3 人暮らし。1 年生
の頃は母の実家に住み、祖母が家事や A の宿題を見





















































































































Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education


























































































































































Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
































1 ）  Watzlawick，P.， Bavelas， J.B.， &Jackson， D.D.， 1967. （山
本和郎監訳 : 人間コミュニケーションの語用論〜相互作用
パターン、病理とパラドックスの研究 . 二瓶社， 1998）
2 ）  遊佐安一郎 : 家族療法入門 . 星和書店， 1984.
3 ）  Berg， I.K.， 1994.（磯貝希久子監訳 : 家族支援ハンドブッ
ク . 金剛出版， 1997）
4 ）  De Jong， P. & Berg， I.K.， 2013.（桐田弘江， 他訳 : 解決の
ための面接技法（4 版）. 金剛出版， 2016）
5 ）  Young， S.， 2009.（黒沢幸子監訳 : 学校で生かすいじめへ
の解決志向プログラム ; 個と集団の力を引き出す実践方
法 . 金子書房， 2012）
6 ）  楢林理一郎・小森康永 : 社会構成主義とナラティヴ・アプ
ローチ . 日本家族研究・家族療法学会編「家族療法テキス
トブック」所収，p41-44，金剛出版， 2013.
7 ）  Anderson，H.，1997.（野村直樹，青木義子，吉川悟訳 : 会話・
言語・そして可能性〜コラボレイティブとは ? セラピーと
は ?. 金剛出版，2001）
8 ）  White，M.& Epston，D.，1990.（小森康永訳 : 物語とし
ての家族 .　金剛出版，1992）




10）  Andersen，T.，1991.（鈴木浩二監訳 : リフレクティング ･
プロセス〜会話における会話と会話（新装版）. 金剛出版， 
2015）
11）  矢原隆行 : リフレクティング〜会話についての会話という
方法， ナカニシヤ出版， 2016.
12）  文部科学省 : 生徒指導提要 . 教育図書， 2010.
13）  中央教育審議会答申 : チームとしての学校の在り方と今後
の改善方策について .2015 年 12 月 .
14）  Hersted， L.&Gergen， K.J.， 2013.（伊藤守監訳 : ダイアロー
グ・マネジメント : 対話が生み出す強い組織 . ディスカバー， 
2015）
15）  文部科学省 : 小学校学習指導要領の解説 総則編 .2017 年 6
月 ./ 中学校学習指導要領の解説 総則編 .2017 年 7 月 .
